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「創 造」
形式にとらわれず
新しい活動を創ろう！

「参 加」
労働組合はみんなのもの
だからみんなで参加しよう！

「実 践」
言うだけでは何も変わらない
言ったからには実践しよう！

メインスローガン

　

平
成
30
年
10
月
12
日（
金
）〜
13
日（
土
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
於
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
第
28

回
定
期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
央
常
任
委
員
18
名
、
委
員
80
名
が
出
席
し
た
。
冒
頭
、
新
倉
青
年
女
性
委
員
長
が
挨
拶
。
そ
の

後
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
活
動
経
過
報
告
、
活
動
方
針
案
の
提
起
が
行
わ
れ
、
１
日
目
が
終
了
。
２
日
目
は
全
体
質
疑
が
行
わ
れ
、
各

地
本
や
職
場
を
代
表
し
て
19
人
の
委
員
か
ら
、「
安
全
」「
青
年
女
性
活
動
」「
組
織
」「
女
性
の
働
き
方
」
な
ど
41
項
目
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
活
動
方
針
な
ど
、
満
場
一
致
で
採
決
さ
れ
新
体
制
が
発
足
し
、
第
28
回
定
期
委
員
会
が
閉
幕
し
た
。

　

新
倉
委
員
長
は
、
挨
拶
の
中

で
、
新
幹
線
初
と
な
る
重
大
イ
ン

シ
デ
ン
ト
を
取
り
上
げ
、「
異
音
、

モ
ヤ
、
ガ
タ
つ
き
な
ど
数
々
の
異

常
を
感
じ
な
が
ら
も
列
車
を
停
車

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
真
摯
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
福
知
山
線
列
車
事

故
を
起
こ
し
た
当
事
者
と
し
て
、

危
機
感
を
全
員
が
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
。

　

青
女
は
全
員
が
事
故
後
入
社
と

な
っ
た
の
を
受
け
、「
事
故
を
風
化

さ
せ
な
い
取
り
組
み
で
は
な
く
、事

故
に
学
ぶ
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
」と
続
け
た
。

　

ま
た
、
大
阪
北
部
地
震
・
西
日

本
豪
雨
・
大
型
台
風
と
立
て
続
け

に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
に
、
大
き

な
被
害
を
受
け
、
苦
し
い
中
で

も
、「
お
客
様
誘
導
」「
復
旧
作

業
」「
バ
ス
代
行
」な
ど
、力
を
結
集

さ
せ
た
J
R
西
労
組
を
誇
ら
し
い

と
形
容
し
、
改
め
て
J
R
西
労
組

の
底
力
に
手
応
え
を
感
じ
て
い

た
。

　

八
人
山
踏
切
事
故
の
当
該
運

転
士
へ
の
J
R
西
労
の
中
傷
に

対
し
て
も
、
各
地
本
の
運
転
職

場
か
ら
当
該
運
転
士
へ
の
激
励

色
紙
行
動
で
、思

い
を
馳
せ
る
力
を

具
現
化
し
た
。組

合
活
動
は
自
分

の
時
間
で
行
う
の

で
、し
ん
ど
い
と

感
じ
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い

が
、労
働
組
合
の

大
切
さ
と
、青
女

の
役
割
を
み
ん
な

で
共
有
し
、共
に

頑
張
ろ
う
。と
語

っ
た
。

原
田  

雄
太
（
本
社
総
支
部
）

●
総
支
部
は
組
合
活
動
へ
の
参
加

が
少
な
く
、
J
R
西
労
組
運
動
の

目
的
を
理
解
し
て
い
な
い
組
合
員

が
多
い
。
本
部
役
員
が
足
を
運
ん

で
、
水
平
展
開
で
き
て
い
る
か
確

認
を
お
願
い
す
る
。

板
井  

航
大
（
福
岡
地
本
）

●
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
以
降
、台
車

枠
に
関
す
る
検
修
方
法
が
確
立
さ

れ
品
質
向
上
と
信
頼
回
復
に
努
め

て
い
る
が
、作
業
の
増
加
に
伴
い
、要

員
不
足
の
課
題
も
出
て
い
る
。

●
一
部
の
組
合
役
員
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

を
お
願
い
す
る
。

●
企
業
型
保
育
所
を
各
地
域
へ
設

置
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

岡
　
秀
洋
（
福
知
山
地
本
）

●
今
年
度
は
、
20
名
の
新
入
社
員

も
含
め
、
地
本
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
に
て
オ
ル
グ
練
習
を
行
い
、
労

働
組
合
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
学
ん
だ
。
本

部
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。

●
駅
の
契
約
社
員
の
廃
止
は
Ｊ
Ｒ

西
労
組
が
求
め
て
き
た
も
の
で
あ

る
が
、
ま
ず
は
現
在
の
契
約
社
員

が
全
員
正
社
員
に
な
れ
る
よ
う
求

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
部
青
女
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

●
工
務
系
職
場
で
は
、
各
種
検
査

デ
ー
タ
な
ど
電
子
デ
ー
タ
で
管
理

し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
に
入
力

で
き
な
い
も
の
や
、
点
検
の
時
は

紙
媒
体
で
確
認
し
て
お
り
、
資
料

作
成
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
の
統
合
等
、
超
勤
を
減
ら

す
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
。

●
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行
の

一
方
で
、
設
備
の
増
設
や
改
良
が

追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
本
部
の
後

押
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、不
妊
治
療
検
査
休
暇
は

有
給
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
谷
川
祥
之
（
和
歌
山
地
本
）

●
次
代
を
担
う
若
手
の
組
合
意
識

が
低
い
と
感
じ
て
い
る
。
私
た
ち

の
現
在
の
雇
用
や
労
働
条
件
が
あ

る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

る
組
合
員
が
多
く
、
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。
本
部
青
女
と
し
て
青

女
活
動
の
意
義
を
改
め
て
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。

●
介
護
認
定
の
基
準
が
厳
し
く
審

査
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
介
護

認
定
前
に
休
暇
が
と
れ
る
よ
う
に

制
度
拡
大
を
要
請
す
る
。

●
報
告
文
化
醸
成
と
言
い
な
が
ら
、

「
責
任
追
及
」の
風
潮
が
あ
る
と
感

じ
る
。ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
非
懲

戒
で
は
あ
る
が
、
細
か
す
ぎ
る
事

実
確
認
が
あ
る
な
ど
、
教
育
方
法

を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
　
宏
次
郎
（
広
島
地
本
）

●
広
島
地
本
エ
リ
ア
で
は
、
９
市

４
町
が
被
害
を
受
け
た
が
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
か
ら
多
く
の
元
気
を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ

と
で
、「
被
災
地
を
身
近
に
感
じ
た
」

「
非
常
に
良
い
経
験
に
な
っ
た
」「
他

の
地
域
で
何
か
あ
れ
ば
参
加
し
て

支
援
し
た
い
」
と
前
向
き
な
発
言

が
あ
っ
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　

一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇

や
証
明
書
な
ど
の
申
請
方
法
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
る
の

も
事
実
。
災
害
対
策
部
長
な
ど
ポ

ス
ト
を
つ
く
り
、
も
っ
と
参
加
し

や
す
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制
や
一

人
ひ
と
り
に
情
報
が
届
く
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

古
川
　
塁
（
西
バ
ス
地
本
）

●
J
R
東
労
組
脱
退
に
よ
り
、大

勢
の
組
合
未
加
入
者
が
い
る
と
聞

い
て
い
る
。そ
う
いっ
た
方
々
と
交

流
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
企
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。同

様
に
バ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
交
流
を
図

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。●青

女
と
し
て
も
っ
と
政
治
学
習

会
を
す
る
必
要
が
あ
る
。「
非
自

民・反
共
産
」は
何
と
な
く
理
解
す

る
が
、民
進
党
の
離
合
集
散
も
政

治
離
れ
の
一
因
だ
と
感
じ
て
い
る
。

本
部
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

長
滝
将
太
朗
（
岡
山
地
本
）

●
西
日
本
豪
雨
被
害
で
、
み
な
さ

ん
か
ら
身
を
案
ず
る
言
葉
や
激
励

な
ど
心
温
ま
る
言
葉
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
真
備

地
区
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
、
精
力
的
に
支
援
頂
い
た
こ
と

に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。
仲
間
を
想
う
気
持
ち
で

溢
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
と
仲
間
で

い
る
こ
と
が
で
き
、改
め
て「
J
R
西

労
組
で
良
い
」で
は
な
く
、「
J
R
西

労
組
が
良
い
」と
感
じ
て
い
る
。

●
今
年
１
月
に
青
年
女
性
組
合
員

が
脱
退
す
る
事
象
が
発
生
。
職
場

集
会
、
支
部
・
分
会
三
役
合
同
会

議
で
組
織
学
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
対
応
を
図
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
採
用
が
内
定
し
て

い
た
契
約
社
員
に
目
を
付
け
た
西

労
が
、「
貨
物
は
Ｊ
Ｒ
総
連
が
多
い

か
ら
Ｊ
Ｒ
西
労
に
加
入
し
た
方
が

良
い
」
と
働
き
か
け
、
脱
退
に
至

っ
た
。

髙
橋  

雄
基
（
神
戸
地
本
）

●
網
干
総
合
車
両
所
と
吹
田
総
合

車
両
所
間
の
交
流
が
な
く
、
連
携

が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
会
の
企
画

を
お
願
い
す
る
。

●
異
動
に
伴
う
寮
か
ら
寮
の
転
居

は
、
箇
所
長
の
判
断
に
な
っ
て
い

る
が
、
公
平
感
に
欠
け
る
。
ま

た
、通
勤
時
間
の
制
限
の
基
準
が

厳
し
い
と
感
じ
て
い
る
。
支
社
を

跨
ぐ
異
動
な
ど
は
入
寮
を
認
め
て

ほ
し
い
。
災
害
時
の
対
応
や
働
き

方
改
革
の
一
つ
は
、
足
ロ
ス
の
削

減
で
も
あ
る
の
で
前
向
き
に
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

李
澤  

亮
太
（
大
阪
地
本
）

●
福
知
山
線
列
車
事
故
の
当
該
地

本
の
大
阪
は
、
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

９
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

事
故
に
様
々
な
形
で
関
わ
っ
た

先
輩
方
か
ら
話
を
聞
い
て
事
故
の

悲
惨
さ
、命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。
こ
の
気
持
ち
を
各
地

本
・
総
支
部
に
も
感
じ
て
い
た
だ

き
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
日
根
野
支
所
は
本
区
と
和
歌
山

の
新
在
家
派
出
所
に
あ
る
。
同
じ

職
場
で
あ
り
な
が
ら
エ
リ
ア
手
当

が
異
な
る
。
新
在
家
派
出
所
の
エ

リ
ア
手
当
を
10
％
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
の
加

入
率
が
３
割
程
度
で
あ
る
。
私
た

ち
の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る
議
員

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
十
分
で
な
い
。

定
期
委
員
会
に
政
治
家
を
招
き
、

想
い
を
直
接
聞
く
機
会
を
設
け
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
支
部
の

組
合
意
識
向
上
の

た
め
に
は

企
業
型
保
育
所
を

各
地
域
に

未
だ
に

「
責
任
追
及
」の
風
潮

改
め
て

「
J
R
西
労
組
で
良
い
」

で
は
な
く
、「
J
R
西
労
組

が
良
い
」と
感
じ
て
い
る

ＪＲ西労組
中央本部青年女性委員会
第28回定期委員会

ＪＲ西労組
中央本部青年女性委員会
第28回定期委員会

ＪＲ西労組
中央本部青年女性委員会
第28回定期委員会

ＪＲ西労組
中央本部青年女性委員会
第28回定期委員会

相
互
扶
助
の
精
神
！

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、カ
ン
パ
活
動
に
感
謝
！

全
体
質
疑

シ
ス
テ
ム
の
統
合
等
、

超
勤
を
減
ら
す

工
夫
を
！

J
R
東
労
組
脱
退
者

と
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
！

元
気
を
い
た
だ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
感
謝
！

網
干
・
吹
田
両
車
両
所

間
の
交
流
を
！

事
故
を
風
化
さ
せ
な
い

取
り
組
み
で
は
な
く
、

事
故
に
学
ぶ

取
り
組
み
を
！


